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本研究では、232Th、235U、237Np、243Am および 248Cm 標的と 18O ビームを用いた多核子移行反応により、Th

から Cf にわたる合計 52 核種の核分裂質量分布を測定した。非対称、対称モードの 2 成分を考慮したガウス

フィッティングにより軽・重核分裂片群の質量中心を導出し、系統性を調べた。 
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1. 緒言 

核分裂過程は、ポテンシャルエネルギー面(PES)上での原子核形状の時間発展として記述される。分裂核は、

殻補正エネルギーによってつくられた fission valley に沿って変形し 2 つの核分裂片に分かれる。したがって

核分裂質量分布は殻効果を強く反映しており、核分裂過程を調べる上で重要な観測量である。本研究では、

Th から Cf にわたる広い原子核領域での核分裂質量分布を測定し,その系統性を調べた。 

 

2. 実験・結果 

実験は原子力機構東海タンデム加速器で行った。先

述の 5 つの標的に 18O ビームを照射し、多核子移行反

応によって合成した複合核の核分裂質量分布測定し

た（セットアップについては[1]を参照）。図 1 に得ら

れた質量分布のいくつかを示した。励起エネルギー

10-20MeV では非対称核分裂が主であり、本研究では

対称・非対称モードをそれぞれ 1 成分ずつ考慮した、

3Gaussian フィッティングを行い、軽重質量中心を導

出した。本発表では得られた結果の系統性や他の実験

結果との比較、議論を行う予定である。 
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図 1 核分裂質量分布を 3 つのガウス関数でフィッティ

ングした。細い実線、点線はそれぞれ対称成分、非対称

成分であり、太い実線はそれらの和である。 
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